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1

CoII

CoIII   
 [(Cotpa)2(dhbq)](PF6)3 = 1 tpa = 

Tris(2-pyridyl-methyl)amine dhbq = 2,5-Dihydroxy-1,4-benzoquinonate
( 2)  

 
1. (3,5-DBSQ = 

3,5-di-tert-butyl-1,2-semiquinonate, 3,5-DBCat = 3,5-di-tert-butyl- 
1,2-catecholate, phen = 1,10-phenanthroline, LS = low spin, HS = 
high spin) 

 
 

2. 1
 

-  2  -

研究ノート①

- � -



  

  

[(Cotpa)2(dhbq)]3+

277 K 333 K

phase phase 277 
K 333 K

Pccn 

( phase) P21/c ( phase)

Head-to-Waist  ( phase)
Head-to-Tail  ( phase)

3
 

  

phase 4
T 0.5 cm3mol-1K [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)]3+

315 K T 330 K
2.5 cm3mol-1K ( -dhbq)3- CoIII-LS

[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+

 
[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)]3+ 

 [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+ 

CoIII-LS CoII-HS

(t2g
6eg

0, S = 0) (t2g
5eg

2, S = 3/2)
( -dhbq)3- ( -dhbq)2-

S = 1/2
S = 0
[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)]3+

(spin only value)
0.375 cm3mol-1K

330 K
[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+

1.875 cm3mol-1K
2.5 cm3mol-1K

CoII-HS

 
 

4. 1 phase; 
333 K phase; 277 K

 

 
3. 1 phase; 277 K

phase; 333 K  
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330 K 305 K T 290 K 0.5 cm3mol-1K
phase  

 phase [(Cotpa)2(dhbq)]3+

phase 4 T 0.4 cm3mol-1K
phase [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)] 3+

T phase
330 K T 0.6 cm3mol-1K

 [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)] 3+ [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+

(abrupt)
(gradual)

phase
333 K

phase phase
277 K

phase
phase

phase
 

 

5 phase

[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)]3+

532 nm 
( -dhbq)3- CoIII-LS

[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+

 

5 K 532 nm 
( -dhbq)3-

CoIII-LS

6
T 0.4 cm3mol-1K

1.1 cm3mol-1K
50 K

 

 
5. 1 phase

 

 
6. 1

phase; phase; 
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[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)]3+  [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)] 3+ 

phase 5 K 532 nm phase
( 6) [(tpa)CoIII-LS( -dhbq)2-CoII-HS(tpa)]3+ 35 K

[(tpa)CoIII-LS( -dhbq)3-CoIII-LS(tpa)] 3+ phase phase
 

 
 

 [(Cotpa)2(dhbq)]3+

phase phase
 

 
 

1) O. Sato, A.L. Cui, R. Matsuda, J. Tao, and S. Hayami. Photo-induced valence tautomerism in Co complexes. 
Acc. Chem. Res. 40, 361-369 (2007). 
2) R. M. Buchanan, C. G. Pierpont, Tautomeric Catecholate Semiquinone Interconversion via Metal Ligand 
Electron Transfer. Stractual, Spectral, and Magnetic Properties of (3,5-Di-tert-butylcatecholato) 
-(3,5-di-tert-butylsemiquinone)(bipyridyl)cobalt(III), a Complex Containing Mixed-Valence Organic Ligands.  
J. Am. Chem. Soc. 102, 4951 4957 (1980). 
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Ortho-para Conversion of Radical Species. 

                     Kensuke Harada and Keiichi Tanaka    

Department of Chemistry, Faculty of Science, Kyushu University 
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aFS·(I 1 I 2) 

0+|HF|0 > = ( aF/2) S·(I 1 I 2) 

D

H2CCD

aF 68.06(52) MHz
4-6)  4  

H 1) 21.0 kHz 3000
2000 B/ N 

1836

400

H2CCH 0.54277025(20)cm-1 H2CCD

0.03935602(60)cm-1 D2CCD 0.0256847(24)cm-1 4-6) D H2CCD

0.1% 10

Mol. Phys. 5)  

H3
+ 250K

  5.  

3K

( 5)  

 

[H2O+ ] 

Herschel
H3O+, H2O+, OH+ 7) H2O+  ( 6 ,

) H3+ ( )
Te H3+ (250 K) H2O+  
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313

4 22 

ortho,- 

para, - 
             

F 

3 30 

5/2 

5/2 

F

E= 0.4422 cm-1 

ortho, + 

(21 K) H2O+ 
 (4.8±0.5)  (3:1)

H2O+ 2B1

 
H2O+ 

S I
Tab (Sa Ib + Sb Ia) I = I1 I2 

(I=1) (I =0) 
8) Tab 

 72 MHz     66 HH22OO++   

-  
- 4  

7  
9)  

 
(o) (p) 10)           = 0.06-12 y 

330 (p) F=2.5 422 (o) J=3.5 F=2.5 0.4422  
cm-1 ( 7) = 1.2x10-3  

 b = 2.37 D 4)  
-       7.  

330 (p) J=F=2.5  
313 (o) F- 21  
12  

 
 

H2O+ OH++ H2 2O+ + H  
o/p  

 101 (p,+) 000 (o,-)  
101 (p,+) 111 (o,+) 16.267 cm-1  

= 8.8 x10-5     8.  
110 (p,-) 000(o,-)  (42.012 cm-1)

 ( =1.6 x10-5 )
101 (p,+) F=0.5 1.5 000 (o,-) 

F=1.5 520 5190
( 8 )   

H2O+ 890 cm-1 
Tr 

Tr 20 K
20K     9.  

0

200

400

600

800

1000

0 20 40 60 80 1000 20 40 60 80 100 K
0

1000

800

600

400

200

Tr

years

= 50

= 500
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10 mW

3 W

2 mW

2 mW
2 mW
loss 2 mW loss

InSb Det.

Jet Nozzle

UV

60 cm

BS

MMW
FSR = 270 MHz
Finesse = 350

Chopper 1

Chopper 2

900 ( 9) 10)  
    2.7 K (H/H2)  (n -100 
cm-3) % H2 (n -10 cm-3) H2O+ H2 H2O+ + H2 
H3O+ + H kL = 
6.4x10 6 cm 3s 1 1cc 1 H2 = 49.5

H2O+ H2O+ o/p H2

30 K
o/p 4.8 3 K o/p Herschel

4.8 H2O+ 500 H2

~0.1 cm-3 
Hershel H2O+ o/p 3.2 11)  
 

[ ] 

  
 

D H2CCD  
(10 )  

 
5)  

 
 

(10 ) 1  
 
     10.  

10 600mm

100 GHz  
 
 
 
 
 
 
 
 

11  
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( PSD 2f
2 ) 11( ) OHP PET

( 11 ) FSR 270 MHz  
760kHz 355

ON-OFF
11( ) 25msec

26msec
80% 32msec

2
0 355 355
80% 284

 
   0 = E0 exp(ikx - i t) ( n)

TT'  r l  

    / 0  = { TT' - (T'rTT'rT)exp(i2kl) } / {1-(T'rTT'rT)exp(i2kl)} 
| / 0 | 

T = 2/(n+1) T' = 2n/(n+1) 99.9%(r = - 0.9995)
n=1.2  

 

Ar H2CCHCl 3% 

 10 atm , 20 Hz 150 J ArF

10

OHP

OHP

0.5 mm 

60 60

12

5 S/N 50   12  

300 s 600-1000 s

-D (H2CCD) 

1/160

18
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$�l��XY#
E�ï�0� Cu��T:#&Py�Nb�Cu
´µ'�;�%� 30 nm�40 nm�
100 nm*I6�&'
®��XY#	

NO()*+�, 1(a)d��&e
	
'õ`å�O��
��:!"�#c�, 1(b)
�^
�O-��¾.ø�ed
�6�p=	
~
w"!jklh

��/0�®�ø�ed�*%�&ø�1E�Cu�OG�Nb!������#Nh'jklhÛ2
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¦Nh
��3ód�6�jkl¥¦ÆÇO�3ó���&;
#c�e�� 2Ì
Nh
�Y!3
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�6���}£¤~
w��jkl¥¦£¤
çèéê

�ã�G
*%�d7_���&3ó��#ÆÇO'vº¸º8�
9Ï��*
@
�úû
�Y

!Nb!�~�h��&;
'N:
;<�dx�^#c�vº¸º8�


9Ï�ù', 1(b)
=ø�^��
O-�
��ôõ>?
®�G��

�c���&

®�:#ôõ>?
ýo��0

�, 2(a)
=ø&��}��ýo@
<
ÆÇO
��N:�AB���

ýoCD
w"!�Py!�G�
j
klhÛ2�dx�Y#Nh
��

ôõ>?'�jklh�E��"N

h
��>?�6-%Z�;
>?


À' 14 mΩ*IY#&e�'�,

2(b)
=ø�^
�jkl¥¦:#
Nh
��ÆÇO�ù"9Ï�ù�

F�dø�#c*I6�>?À'j

klhÛ2
��d7_���&
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w��Nh
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\�4]
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b'Ñ�}£¤
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5.1 [ 1-18]
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6

[1, 9, 15]

3 5

T = 4.2 K B = 7.5 T
5.6 T 30 cm

2 10 4 3He
20 mm 40 mm 30 m2

NMR 3He
5 7

Bi Bf 3 ~ 4

4 ~ 6 3He 0.7 mK
3He [447] 10

3.1 cm3 3He 3He 15

                                                  
* I.B.

2000
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1.2 nW 3He
0.2 nW 3He 0.38 mK

50 mT
1/2000

[18] 3He 10 mK
1/T [5]

Stycast 1266
4.2 K  7.5 103

MPa  (L300K-L4.2K)/L300K = 1.2% [18]

6

5

6
[2] 

[2]

-  19  -



[250]
1.5 rad/s 3He

400 mol/s

0.6 rad/s 2 ~ 9 nW
10 0.5 mm

6 2 mm 3 mm
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低温センターの活動 等 

 

１ 寒剤供給量推移 

近年、九州大学では、理学系ユーザーを中心に伊都キャンパスへの移転が進んでいる。また、箱崎

地区センターでは、近年の世界的なヘリウム不足の影響から、極低温実験室での新規利用者が増えた

ため、供給量が増加している。主な供給部局は以下のとおりである。 
伊都地区センター：工学研究院、システム情報科学研究院、水素利用技術研究センター、未来科学創造センター、先導 

物質科学研究所、超電導システム科学研究センター、中央分析センター 等 

箱崎地区センター：理学研究院、先導物質科学研究所、農学研究院、医学研究院、生体防御医学研究所、アイソトープ 

総合センター、歯学研究院 等 

 

Ｈ25年寒剤供給単価 
液体窒素 液体ヘリウム 

66円／ℓ 522円／ℓ 

 

２ 高圧ガス保安管理業務 

低温寒剤を供給するために必要な設備として、低温センター伊都地区・箱崎地区に設置されている

液体ヘリウム液化装置、回収システムなどの設備は第一種高圧ガス製造設備であり、各地区センター

が所属するキャンパス全体がそれぞれ１つの第一種高圧ガス製造所として福岡県に許可申請・登録さ

れている。高圧ガス製造設備は高圧ガス保安法により保安講習会等の実施や、定期自主検査・開放検

査などの検査が義務付けられており、これら検査に合格しなければ高圧ガスの製造を行うことができ

ない。保安係員の監督下でこれらを実施している。 

 

各地区センターの高圧ガス製造所保安係員、保安係員代理 

 保安係員 保安係員代理 

伊都地区センター 佐藤、河江 松尾、稲垣 

箱崎地区センター 上田 浅野 
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２．１ 日常点検 （3回以上／日） 

 設備の運転状態について、始業時・運転時・終業時など３回以上頻繁に行っている。 

 

２．２ 定期自主検査 （1回／年） 

 高圧ガス保安法の規定に基づく、耐圧検査・気密検査・安全弁検査・圧力計検査・日常記録簿検査

など多項目の検査。この検査を実施しなければ、保安検査に合格しない。 

平成２５年   伊都地区センター４月実施   箱崎地区センター９月実施 

 

２．３ 開放検査 （1回／３年） 

 高圧ガス保安法の規定に基づき、ヘリウム液化システムの耐圧性能を分解および非破壊検査によっ

て確認する。また、各機器のメンテナンスや部品の交換も行う。この検査を実施しなければ、保安検

査に合格しない。 

平成２５年   伊都地区センター９、１１月実施(ヘリウム長尺容器) 

箱崎地区センター 該当なし 

 

２．４ 保安検査 （1回／年） 

 高圧ガス保安法の規定に基づく、福岡県または指定保安検査機関による検査。この検査に不合格の

場合は寒剤供給停止となるが、合格を継続中である。 

平成２５年   伊都地区センター５月合格   箱崎地区センター９月合格 

 

２．５ 高圧ガス製造事業所保安係員等講習会（初回３年以内 以降５年以内） 

 高圧ガス保安法の規定に基づく、製造事業所の保安係員を対象とした講習会。製造保安責任者免状

の交付を受けてから３年以内に、２回目以降は５年以内に受講しなければならない。 

 平成２５年  受講者 ４名（佐藤・松尾・上田・浅野） 

 

２．６ 高圧ガス製造事業所保安講習会 （1回程度／年） 

 高圧ガス保安協会が主催する、製造事業所対象の保安講習会。高圧ガス保安法および福岡県の保安

行政、近年の事故例等の講習。 

 平成２５年  受講者 なし 

 
２．７ 寒剤の取り扱いに関する見学会 （1回程度／年） 

 低温センターの安全利用に関し、実際に現場で説明・実施し、教育指導を行うための見学会。具体

的に寒剤の汲み出し方法や、汲み出し時のルール説明等を行う。 
平成２５年   実施なし（随時指導している） 

 

２．８ 防災訓練・消火器訓練 

 万が一の事故発生に際しどのような対策をしていくか、事故発生の想定のもと防災訓練を実施し、

各担当間の連絡対応が速やかできるよう確認する。また火災発生時に、消火器がスムーズに使用でき

るよう訓練する。 

平成２５年   防災訓練（箱崎地区センター７月）、消火訓練（箱崎地区センター12月） 
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２．９ 全学寒剤・高圧ガス利用者保安講習会 

低温センターでは、九州大学安全衛生推進室高圧ガス部門・ＬＣＳセンターと共同で、各キャンパ

スにて寒剤・高圧ガス利用者保安講習会を実施している。この講習会は、全学の寒剤・高圧ガス利用

者が保安に関する知識を深め、寒剤・高圧ガスによる酸欠や爆発などの事故をおこさず、安全に実験

がおこなえるよう実施している。講習会はテキストやビデオ、デモンストレーションを用い実施して

いる。 
◆伊都キャンパス 

①Ｈ25.6.27 西講義棟1番講義室   

受講者：165名 

②Ｈ25.11.27 西講義棟1番講義室   

受講者：35名 

◆箱崎キャンパス 

①Ｈ25.6.4 50周年記念講堂  

受講者：301名 

②Ｈ25.12.4 国際ホール 

受講者：69名 

◆馬出キャンパス 

Ｈ25.6.18 百年講堂  

受講者：111名 

◆筑紫キャンパス 

Ｈ25.6.12 筑紫ホール  

受講者：119名 

 

◇伊都キャンパス担当：ＬＣＳセンター技術スタ

ッフ・伊都地区センター 

◇箱崎・馬出・筑紫キャンパス担当：環境安全衛

生推進室高圧ガス部門・箱崎地区センター 

保安講習会の様子（箱崎キャンパス） 

各地区において講義室の準備等、ご支援をしていただいた皆さまに御礼を申し上げます。 
 
３ 社会的貢献 

 低温センターでは、オープンキャンパス等で訪れる一般の方や

中高生に、寒剤供給施設の公開や液体ヘリウム・液体窒素を利用

した実験のデモンストレーションなどを行っている。通常では見

られない施設や現象の一般公開は、低温科学の啓発に役立つとと

もに、中高生たちの視野・可能性の拡大に大きく貢献している。

 

平成２５年 ３月：体験入学  ５月：開学記念  

８月：オープンキャンパス １１月：見学会 など 
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４ センターからのお知らせ 

 

４．１ センターだよりへの投稿について 

低温センターだより編集部では、「低温センターだより」への投稿あるいは記載を希望される執筆

者（自薦・他薦）を歓迎しております。研究に関するものに限らず、一般的に役立ちそうな実験技術、

情報等もお寄せください。 

1) 研究ノート   最近の研究に関する報告、話題の紹介、新しい試みなど。 

2) 技術ノート   技術面からの話題の紹介、知っておいたら役に立ちそうな事柄等。 

3) その他     編集部よりの報告・紹介等。 

 投稿、推薦したい場合は、以下の内容をご連絡下さい。 

 題目・執筆者・所属・連絡先・E-mail Address・アブストラクト 

皆様からの気軽な連絡をお待ちしております。 

 

４．２ 低温センターからの学内LAN利用について 

 パーソナル・コンピューター（もしくはワークステーション）を学内LANに接続して利用すること

を希望される方、今後、学内 LAN の利用を検討しようとお考えの方は、LAN 管理者（下記）までご連

絡下さい。 

◇箱崎地区センター／伊都地区センター   連絡先 大学院理学研究院 助教 浅野貴行 

        092-642-4342（内線 箱崎4342）asano@phys.kyushu-u.ac.jp 

 
４．３ 寒剤の利用について 

 寒剤の供給を受けるためには、事前の容器登録が必要です。登録方法については、低温センターホ

ームページをご覧ください。 

◇箱崎地区 

・室内で行っていた LGC 容器からの供給は、平成 25 年 11 月 29 日で終了し、12 月 2 日より屋外の

自動供給設備での供給へ移行しました。 
・加圧式 LGC 容器への充填は従来通り職員が行います。 
◇伊都地区 
・寒剤を使用されたい方は、新システム「寒剤発注・管理システム」

(http://ltc226.ltc.kyushu-u.ac.jp/kanzai/)から申請をお願いします。 
（新システムは平成 25 年 10 月 1 日より運用が開始されました。） 

※「しりんだネット」による寒剤発注は平成 25 年 10 月 31 日をもって終了しました。 
なお、ガスボンベの発注は、従来通り「しりんだネット」(http://133.5.156.123/kyushu-u/)で行う

ことが出来ます。 
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４．４ 寒剤容器貸出について 

貸出容器利用方法        詳細は各地区ＨＰをご覧ください 

◆基本的なルール◆ 

・容器検査期間中や突発的な容器の故障など、数日から数週間の短期貸出を基本とします。 

・使用者側の重大な過失により貸出容器に故障などがあった場合、修理費用は使用者負担とします。 

（定期的なメンテナンス費用は、低温センターが負担） 

・貸出容器の利用には、利用日前日までに予約が必要です。 

◆箱崎地区予約方法◆ 

 箱崎地区の貸出容器を利用される場合は、電話またはメールにてお尋ねください。 

 【９９－２１９９ 吉松 yosimatu@sci.kyushu-u.ac.jp 】 

 

◆伊都地区予約方法◆ 

 伊都地区の貸出容器を利用される場合は、電話またはメールにてお尋ねください。 

 【９０－３８６０ 大石 oishi@sc.kyushu-u.ac.jp 】 
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低温センター運営委員 （2014年 3月現在） 

 

 

低温センター長 大学院理学研究院 教 授 和田 裕文 
副低温センター長 大学院システム情報科学研究院 教 授 木須 隆暢 
箱崎地区センター長  低温センター長の兼任 
伊都地区センター長  副低温センター長の兼任 
複担教員 大学院理学研究院 准教授 光田 暁弘 
複担教員 大学院工学研究院 准教授 河江 達也 
 大学院理学研究院 教 授 大場 正昭 
 大学院工学研究院 教 授 古田 弘幸 
 大学院システム情報科学研究院 教 授 岩熊 成卓 
 大学院農学研究院 教 授 堤 祐司 
 生体防御医学研究所 准教授 束田 裕一 
 先導物質科学研究所 教 授 佐藤 治 
 安全衛生推進室（高圧ガス） 教 授 横本 克巳 
 工学部等事務部 事務部長 藤野 充幸 
 理学部等事務部 事務長 竹吉 正志朗 
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低温センターを利用した論文 (2013) 
 

先導物質化学研究所 分子集積化学部門 
 

高原研究室 
 

1. Perfluoropolyether-infused nano-texture: a versatile approach to omniphobic coatings with low hysteresis 
and high transparency  
W. Ma, Y. Higaki, H. Otsuka, A. Takahara 
Chem. Comm., 49 (6), 597-599 (2013) 

 
2. Mobility Gradient of Polystyrene in Films Supported on Solid Substrates  

Y. Fujii, H. Morita, A. Takahara, K. Tanaka 
Adv. Polym. Sci., 252, 1-27 (2013) 

 
3. Direct Modification of Polyolefin Films by Surface-initiated Polymerization of a Phosphobetaine Monomer 

M. Kobayashi, T. Matsugi, J.Saito, J.-i. Imuta, N. Kashiwa, A.Takahara 
Polymer Chemistry, 4 (3), 731-739 (2013) 
 

4. Grazing Incidence Wide-angle X-ray Diffraction Study on Molecular Aggregation States of Imprinted 
Polyimide Film Before and After Hard Baking 
S. Siqing, H. Wu, A. Takahara 
Polym. Bull., 70, 105-115 (2013) 

 
5. Surface and Interface Analyses of Polymer Brushes by Synchrotron Radiation 

T. Hoshino, H. Jinnai, Y. Tanaka, A. Takahara  
J. Phys. Soc., Japan, 82, 021014 (2013) 

 
6. Observation of thermal gradient effect on dynamical behavior of nanoparticles by X-ray photon correlation 

spectroscopy 
T. Hoshino, D. Murakami, K. Ito, Y. Tanaka, S. Sasaki, M. Takata, H. Jinnai, A. Takahara 
Polym. J., 45, 94-99 (2013) 

 
7. Novel Neutron Reflectometer SOFIA at J-PARC/MLF for In-Situ Soft-Interface Characterization 

K. Mitamura, N. L. Yamada, H. Sagehashi, N. Torikai, H. Arita, M. Terada, M. Kobayashi, S. Sato, H. Seto 
S. Gokou, M. Furusaka, T. Oda, M. Hino, H. Jinnai, A. Takahara 
Polym. J., 45, 109-116 (2013) (Cover article) 

 
8. Experimental station for multi-scale surface structural analyses of the soft-material films at SPring-8 via 

GISWAX/GIXD/XR integrated system 
H. Ogawa, H. Masunaga, S. Sasaki, S. Goto, T. Tanaka, T. Seike, S. Takahashi, K. Takeshita, N. Nariyama, 
H.Ohashi, T. Ohata, Y. Furukawa, T. Matsushita, Y. Ishizawa, N. Yagi, M. Takata, H. Kitamura, A. Takahara, 
K. Sakurai, K. Tashiro, T. Kanaya, Y. Amemiya, K. Horie, M.Takenaka, H. Jinnai, H. Okuda, I. Akiba, I. 
Takahashi, K. Yamamoto, M.Hikosaka, S. Sakurai, Y. Shinohara, Y. Sugihara, A. Okada 
Polymer. J., 45, 109-116 (2013) 

 
9. Chain Mixing Behavior at Interface between Polystyrene Brushes and Polystyrene Matrices 

H. Arita, K. Mitamura, M. Kobayashi, N.L. Yamada, H. Jinnnai, A. Takahara 
Polym. J. 45, 117-123 (2013) 

 
10. Molecular simulation of 2-dimensional microphase separation of single-component homopolymers grafted 

onto a planar substrate 
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Y. Norizoe, H. Jinnai, and A. Takahara 
Europhys. Lett., 101, 16006 (2013) 

 
11. Structural Effects of Catechol-Containing Polystyrene Gels Based on Dual Cross-linking Approach 

H. Xu, J. Nishida, H. Wu, Y. Higaki, H. Otsuka, N. Ohta, A. Takahara 
Soft Matter, 9, 1967-1974 (2013) 

 
12. Internally Modified Halloysite Nanotubes as Inorganic Nanocontainers for a Flame Retardant 

H. Jing, Y. Higaki, W. Ma, H. Hui, W.-O, Yah, H. Otsuka, Y. Lvov, A. Takahara  
Chem. Lett.42, 212-123 (2013) 

 
13. Gelation and Adhesion Behavior of Mussel Adhesive Protein Mimetic Polymer 

J. Nishida, M. Kobayashi, A. Takahara,  
J. Polym. Sci., Polymer Chem. Ed., 51, 1058-1065 (2013) 

 
14. Spreading and structuring of water on superhydrophilic polyelectrolyte brush surfaces,  

D. Murakami, M. Kobayashi, Y. Ikemoto, T. Moriwaki, H. Jinnai, A. Takahara,  
Langmuir, 29, 1148-1151 (2013) 

 
15. Influence of trace amount of well-dispersed carbon nanotubes on structural development and tensile 

properties of polypropylene 
P. Liu, K. White, H. Sugiyama, J. Xi, T. Jiang, T. Higuchi, T. Hoshino, R. Ishige, H. Jinnai, A. Takahara, 
H.-J. Sue,  
Macromolecules, 46, 463-473 (2013) 

 
16. Cross-Linked Liquid Crystalline Polyimides with Siloxane Units: Their Morphology and Thermal 

Diffusivity 
Y. Shoji, R. Ishige, T. Higashihara, J. Morikawa, T. Hashimoto, A. Takahara, J. Watanabe, M. Ueda 
Macromolecules, 46, 747-755 (2013) 

 
17. Light-Triggered Adhesion of Water-Soluble Polymers with a Caged Catechol Group 

J. Nishida, M Kobayashi, A. Takahara 
ACS MarcoLett., 2, 112-115 (2013) 

 
18. Precise and Non-destructive Characterization of 'Buried' Nano-structure in Polymer Thin Film by 

Synchrotron Radiation Ultra-Small Angle X-ray Scattering 
T. Shinohara, T. Shirahase, D.Murakami, T. Hoshino, M. Kikuchi, J.Koike, M.Horigome, H. Masunaga H. 
Ogawa, A. Takahara 
Polymer J., 45, 307-312 (2013) (Featured Article) 

 
19. Characterization of Complexes Formed by Mixing Aqueous Solutions of Poly(2-Ethyl-2-Oxazoline) and 

Poly(Methacrylic Acid) with Wide Range of Concentrations  
Y. Matsuda, K. Takatsuji, Y. Shiokawa, M. Kikuchi, S. Kidoaki, A.Takahara, S. Tasaka 
Polymer, 54, 1891904 (2013) 

 
20. Effect of Supercritical Carbon Dioxide on Molecular Aggregation States of Side Chains of Semicrystalline 

Poly{2-(perfluorooctyl)ethyl acrylate} Brush Thin Films 
H. Yamaguchi, P. Gin, H. Arita, M. Kobayashi, S. Bennett, S, K. Satija, M. Asada, T. Koga, A. Takahara 
RSC Advances 3 (14), 4778-478 (2013) 

 
21. Concealing Surface Topography by Attachment of Nanometer-Thick Film 

H. Watanabe, A. Fujimoto, A. Takahara 
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Langmuir, 29 (9), 2906-2911 (2013) 
 
22. Adhesion and Tribological Characteristics of Ion-Containing Polymer Brushes Prepared by Controlled 

Radical Polymerization 
Motoyasu Kobayashi, Tatsuya Ishikawa, and Atsushi Takahara 
Chapter 2 in H. Zeng Eds. "Polymer Adhesion, Friction, and Lubrication," Wiley, 59-82 (2013) 

 
23. Characterization and Tribological Behavior of Polymer Brush Functionalized with Ionic Liquid Moiety 

Tatsuya Ishikawa, Motoyasu Kobayashi, and Atsushi Takahara 
Chapter 6 in G. Biresaw, K. L. Mittal Eds. "Surfactants in Tribology, Volume 3," CRC Press, 111-128 
(2013) 

 
24. Reversibly Cross-linked Polymeric Micelles Formed by Autonomously Exchangeable Dynamic Covalent 

Bonds 
M. Nishihara, K. Imato, A. Irie, T. Kanehara, A. Kano, A. Maruyama, A. Takahara, H. Otsuka 
Chem. Lett., Vol.42 No.4 377-379 (2013) 

 
25. Tribological Behavior of Ionic Polymer Brushes in Aqueous Environment 

M. Kobayashi, M. Terada, T.a Ishikawa, A. Takahara 
Chapter 4 in G. Biresaw, K. L. Mittal Eds. "Surfactants in Tribology, Volume 3," CRC Press, 75-91 (2013) 

 
26. Confinement-Induced Crystal Growth in One-Dimensional Isotactic Polystyrene Nanorod Arrays 

H. Wu, Y.  Cao, R. Ishige, T. Hoshino, Y. Higaki, N. Ohta, A. Takahara 
ACS Macro Lett. , 2, 414-418 (2013) 

 
27. Preparation of Poly(lactic-acid)-particle Stabilized Liquid Marble and the Improvement of Its Stability by 

Uniform Shell Formation through Solvent Vapor Exposure 
D. Matsukuma, H, Watanabe, M Minn, A. Fujimoto, T, Shinohara, H. Jinnai, A. Takahara 
RSC Advances, 3, 7862-7866 (2013) 

 
28. Chain Dimensions and Surface Characterization of Superhydrophilic Polymer Brushes with Zwitterion Side 

Group 
M. Kobayashi, M. Kikuchi, Y. Terayama, A. Takahara 
Soft Matter, 9, 5138-5148 (2013) 

 
29. Molecular Design of Environmentally Benign Segmented Polyurethane(urea)s: Effect of the Hard Segment 

Component on the Molecular Aggregation States and Biodegradation Behavior 
Y. Oniki, K. Suzuki, Y. Higaki, R. Ishige, N. Ohta, A. Takahara,  
Polymer Chemistry, 4 (13), 3735-3743 (2013) 

 
30. Transmission Electron Microtomography in Soft Materials 

H. Jinnai, T. Tsuchiya, S. Motoki, T. Kaneko, T. Higuchi, A. Takahara 
J. Electron Microscopy, 62, 243-258 (2013) 

 
31. Chain Conformation of Poly[2-(methacryloyloxy)ethyltrimethylammonium chloride] in Aqueous Sodium 

Chloride Solutions 
T. Ishikawa, M. Kikuchi, M. Kobayashi, N. Ohta, and A.Takahara 
Macromolecules, 46, 4081 (2013) 

 
32. Dispersion and reaggregation of nanoparticles in the polypropylene copolymer foamed by supercritical 

carbon dioxide 
Kyounghwan Oh, Youngwook P. Seo, Soon Man Hong, Atsushi Takahara, Kyoung Hwan Lee, Yongsok Seo 
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Phys. Chem. Chem. Phys., 15, 11061-11069 (2013) 
 
33. Environmentally Friendly Repeatable Adhesion System Using Sulfobetaine-type Polyzwitterion Brush 

M. Kobayashi, A. Takahara 
Polymer Chemistry, 4 4987-4992 (2013) 

 
34. Dynamical crossover between hyperdiffusion and subdiffusion ofpolymer-grafted nanoparticles in a 
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T. Hoshino, D. Murakami, Y. Tanaka, M.Takata, H. Jinnai, A. Takahara 
Phys. Rev., E, 88, 032602 (2013) 
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D. Murakami, A. Takenaka, M. Kobayashi, H. Jinnai, A. Takahara 
Lamgmuir, in press (2013) 
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49. Lateral spin valves with two-different Heusler-alloy electrodes on the same platform. 
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50. An ultra-thin buffer layer for Ge epitaxial layers on Si. 

M. Kawano, S. Yamada, K. Tanikawa, K. Sawano, M. Miyao, and K. Hamaya. 
Appl. Phys. Lett. 102- 121908 pp.1-4  (2013) 
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Ohmatsu, M. Yoshizumi, T. Izumi 
IEEE Trans. Appl. Supercond., 23, 6602704 (2013) 
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68. 長尺高温超伝導テープ線材における面内臨界電流密度分布の高速評価システムに関する開発研

究 
博士課程 3 年、電気電子工学専攻 
塩原敬（2013 年） 
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超伝導システム科学研究センター 
 

69. Transport ac loss properties of a Bi-2223 superconducting coil from 0.1 Hz to 10 Hz 
K. Funaki, M. Kurawaki, S. Sato, K. Kajikawa, M. Iwakuma, T. Hayashi, T. Kato, K. Fujino 
IEEE Trans. Appl. Supercond. Vol. 23, Article No. 6374230 (2013) 
 

70. Development of REBCO superconducting transformers with a current limiting function 
M. Iwakuma, Y. Katanosaka, S. Sato, H. Hayashi, H. Okamoto, Y. Gosho, A. Tomioka, M. Konno, Y. Iijima, 
T. Saitoh, T. Ohkuma, A. 
IEEE Trans. Appl. Supercond. Vol. 23, Article No. 6376116 (2013) 
 

71. The short-circuit test results of 6.9 kV/2.3 kV 400 kVA-class YBCO model transformer with fault current 
limiting function 
A.Tomioka, T. Bohno, S. Kakami, M. Isozaki, K. Watanabe, K. Toyama, S. Sugiyama, M. Konno, Y. Gosho, 
H. Okamoto, H. Hayashi, T. Tsutsumi, M. Iwakuma, T. Saito, K. Tanabe, Y. Shiohara 
Physica C Vol. 484, pp. 239-241 (2013) 
 

工学研究院 材料工学部門 
東田研究室 

 

72. A Multiscale Approach for the Deformation Mechanism  in Pearlite Microstructure: Numerical Evaluation 
of Elasto-Plastic Deformation in Fine Lamellar Structures 
Tetsuya Ohashi, Lidyana Roslan, Kohsuke Takahashi, Tomotsugu Shimokawa, Masaki Tanaka, Kenji 
Higashida 
Mater. Sci. Eng., A: Vol.588, pp.214-220, (2013) 

 
73. Enhancement of Low Temperature Toughness in Bulk Nanostructured Metals 

Masaki Tanaka, Shunsaku Takano, Kenji Higashida 
Mater. Trans.: Vol.54, pp.1624-1628, (2013) 

 
74. フェライト鋼における脆性-延性遷移挙動に及ぼす添加元素の影響 

工学府、博士後期課程、物質プロセス工学専攻 
前野圭輝（2013 年） 
 

工学研究院 化学工学部門 
上平研究室 

 

75. Effects of Bcl-2 gene transfer to myoblast cells on skeletal muscle tissue formation using magnetic 
force-based tissue engineering 
Masanori Sato, Akira Ito, Hirokazu Akiyama, Yoshinori Kawabe, Masamichi Kamihira 

-  41  -



Tissue Engineering Part A, 19, 301-315 (2013) 
 
76. Development of hybrid viral vectors for gene therapy  

Shuohao Huang, Masamichi Kamihira 
Biotechnology Advances, 31, 208-223 (2013) 

 
77. T-cell receptor repertoires of tumor-infiltrating lymphocytes after hyperthermia using functionalized 

magnetite nanoparticles 
Akira Ito, Masaki Yamaguchi, Noriaki Okamoto, Yuji Sanematsu, Yoshinori Kawabe, Kazumasa 
Wakamatsu, Shosuke Ito, Hiroyuki Honda, Takeshi Kobayashi, Eiichi Nakayama, Yasuaki Tamura, Masae 
Okura, Toshiharu Yamashita, Kowichi Jimbow, Masamichi Kamihira 
Nanomedicine, 8, 891-902 (2013) 

 
78. Heat-inducible gene expression system by applying alternating magnetic field to magnetic nanoparticles 

Masaki Yamaguchi, Akira Ito, Akihiko Ono, Kawabe Yoshinori, Masamichi Kamihira 

ACS Synthetic Biology, doi: 10.1021/sb4000838 (2013) 
 
79. バイオ人工肝臓システムのための高肝機能を誘導可能なヘパトーマ細胞の開発 

工学府、化学システム工学専攻 

山元 秀晃（2013 年） 
 

80. 機能性磁性ナノ粒子を用いた人工筋組織作製法の開発 
システム生命科学府、システム生命科学専攻 

山本 泰徳（2013 年） 
 

工学研究院 応用化学部門（機能） 
田中研究室 

 

81. Microscopic heterogeneity in viscoelastic properties of molecular assembled systems 
Atsuomi Shundo, David P. Penaloza Jr. and Keiji Tanaka 
Chinese Journal of Polymer Science, 31, 1-11,（2013） 

 
82. A simple approach for surface hardening of polystyrene 

Hirofumi Tsuruta, Yukari Ikinaga, Yoshihisa Fujii, and Keiji Tanaka 
Applied Surface Science, 264, 589-592,（2013） 

 
83. Hydrophobic acrylic hard coating by surface segregation of hyper-branched polymers 

Masayuki Haraguchi, Tomoyasu Hirai, Masaaki Ozawa, Katsuaki Miyaji, and Keiji Tanaka 
Applied Surface Science, 266, 235-238,（2013） 
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84. Mobility gradient of polystyrene in films supported on solid substrates 
Yoshihisa Fujii, Hiroshi Morita, Atsushi Takahara, and Keiji Tanaka 
Advances in Polymer Science, 252, 1-28,（2013） 

 
85. 非溶媒中における（メタ）アクリレート高分子薄膜の分子鎖凝集状態 

松野 寿生、新 史紀、藤井 義久、山﨑 大、日野 正裕、森田 裕史、平田 豊章、田中 賢、 
田中 敬二 
日本中性子科学会誌「波紋」、23、62-65 

 
86. Optical tweezers with fluorescence detection for temperature-dependent microrheological measurements 

Atsuomi Shundo, Koichiro Hori, David P. Penaloza, and Keiji Tanaka 
Review of Scientific Instruments, 84, 014103,（2013） 

 
87. Uptake of water in as-spun poly(methyl methacrylate) thin films 

Hironori Atarashi, Tomoyasu Hirai, Koichiro Hori, Masahiro Hino, Hiroshi Morita, Takeshi Serizawa, and 
Keiji Tanaka 
RSC Advances, 3, 3516-3519,（2013） 

 
88. Water-sliding property of polyacrylates with different fluoro side chains 

Tomoyasu Hirai, Masayuki Haraguchi, Atsushi Sakai, David P. Penaloza Jr., Masaaki Ozawa, Katsuaki 
Miyaji, and Keiji Tanaka 
Chemistry Letters, 42, 483-485,（2013） 

 
89. Spatial heterogeneity in the sol–gel transition of a supramolecular system 

David P. Penaloza Jr., Atsuomi Shundo, Keigo Matsumoto, Masashi Ohno, Katsuaki Miyaji, Masahiro Goto, 
and Keiji Tanaka 
Soft Matter, 9, 5166-5172,（2013） 

 
90. An effect of stereoregularity on the structure of poly(methyl methacrylate) at air and water interfaces 

Ayanobu Horinouchi and Keiji Tanaka 
RSC Advances, 3, 9466-9452,（2013） 

 
91. Design of a dynamic polymer interface for chiral discrimination 

Atsuomi Shundo, Koichiro Hori, Takuya Ikeda, Nobuo Kimizuka, and Keiji Tanaka 
Journal of the American Chemical Society, 135, 10282-10285,（2013） 

 
92. Effect of mechanical instability of polymer scaffolds on cell adhesion 

Shinichiro Shimomura, Hisao Matsuno, and Keiji Tanaka 
Langmuir, 29, 11087-11092,（2013） 
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93. Multistep thickening of Nafion thin films in water 
Yudai Ogata, Daisuke Kawaguchi, Norifumi L. Yamada, and Keiji Tanaka 
ACS Macro Letters, 2, 856-859,（2013） 

 
94. Nonsolvents-induced swelling of poly(methyl methacrylate) nanoparticles 

Atsuomi Shundo, Koichiro Hori, David P. Penaloza Jr., Kazuki Yoshihiro, Masahiko Annakad and Keiji 
Tanaka 
Physical Chemistry Chemical Physics, 15, 16574-16578,（2013） 

 
95. 高分子表面・界面の構造と物性の解明 

川口 大輔、田中 敬二 
日本トライボロジー学会誌「トライボロジスト」、58、742-749、（2013） 

 

96. フッ化アルキル基を有する多分岐高分子の合成と表面改質材料としての応用 
統合新領域学府、オートモーティブサイエンス専攻 
原口 将幸（2013 年） 
 
古田研究室 

 

97. Flexible Coordination of Hetero-Scorpionate Ligands Composed of Pyrrole/Pyridines Hybrid in 
Rhenium(I) Tricarbonyl Complexes 

  Toganoh, M.; Harada, N.; Furuta, H. 
  Polyhedron, 52, 1153-1158.（2013） 
 
98. Conjugation of Structure and Function - Functional MOF with Porphyrin-based Framework 
  Sakashita, R.; Furuta, H. 
  Kagaku (Chemistry), 68, 74-75.（2013） 
 
99. Palladium-Induced Pyrrolic Rearrangement of Singly to Doubly N-Confused [26]Hexaphyrin 
  Gokulnath, S.; Nishimura, K.; Toganoh, M.; Mori, S.; Furuta, H. 
  Angew. Chem. Int. Ed, 52, 6940-6943（2013） 
 
100. Synthesis and Isomerization of N-Fused Tetraphenylporphyrin Ruthenium(II) Complexes 
  Toganoh, M.; Matsuo, H.; Sato, A.; Hirashima, Y.; Furuta, H. 
  Inorg. Chem, 52, 9613-9619（2013） 
 
101. Theoretical Study on Conformation and Electronic State of Regular and Singly N-Confused 

[28]Hexaphyrins 
  Toganoh, M. Furuta, H. 
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  J. Org. Chem, 78, 9317-9327（2013） 
 
102. Macrocycle Contraction and Expansion of a Dihydro-Sapphyrin Isomer 
  Xie, Y. S.; Wei, P.; Li, X.; Hong, T.; Zhang, K.; Furuta, H. 
  J. Am. Chem. Soc, 135, 19119-19122（2013） 

 
石原研究室 

 

103. Ce(Mn,Fe)O2 as An Effective Interlayer for Intermediate Temperature SOFCs Using Doped LaGaO3 Films 
Prepared by Screen Printing Method 
Jong-Eun Hong, Shintaro Ida, and Tatsumi Ishihara 
Journal of the Electrochemical Society, 160(4), F375-F380 (2013) 

 
104. Direct conversion of ethane to acetic acid over H-ZSM-5 using H2O2 in aqueous phase 

Abul Kalam Md. Lutfor Rahman, Rie Indo, Hidehisa Hagiwara, Tatsumi Ishihara 
Applied Catalysis A: General, 456, 82-87 (2013) 

 
105. Hydrogen production from methane using vanadium-based catalytic membrane reactors 

Maki Matsuka, Mitoki Higashi, Tatsumi Ishihara 
International Journal of Hydrogen Energy, 38(16), 6673-6680 (2013) 

 
106. Dye-modification effects on water splitting activity of GaN:ZnO photocatalyst 

Hidehisa Hagiwara, Masakiyo Nagatomo, Chihiro Seto, Shintaro Ida, Tatsumi Ishihara 
Journal of Photochemistry and Photobiology A: Chemistry 272, 41-48 (2013) 

 
107. Influence of sulfur impurities on the stability of La0.6Sr0.4Co0.2Fe0.8O3 cathode for solid oxide fuel cells 

Jing Xie, Young-Wan Ju, Tatsumi Ishihara 
Solid State Ionics, vol. 249-250, 177-183(2013) 

 
108. One-Pot Soft-Templating Method to Synthesize Crystalline Mesoporous Tantalum Oxide and Its 

Photocatalytic Activity for Overall Water Splitting 
Limin Guo, Hidehisa Hagiwara, Shintaro Ida, Takeshi Daio, and Tatsumi Ishihara 
ACS Appl. Mater. Interfaces, 5 (21), 11080-11086 (2013) 

 
109. LaGaO3酸素イオン伝導体を電解質とする Fe-空気２次電池に関する研究 

統合新領域学府、博士課程、オートモーティブサイエンス専攻 
猪石 篤（2013 年） 

 

110. Composite Oxides for Improved Cathodic Activity and Stability of Intermediate Temperature Solid Oxide 
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Fuel Cells(中温作動型固体酸化物電解質燃料電池への応用を目的とした高活性・安定性カソードの

ためのコンポジット電極材料） 
統合新領域学府、博士課程、オートモーティブサイエンス専攻 
謝 静（2013 年） 
 

農学研究院 資源生物科学部門  
作物学 

 

111. Regulation of soybean seed germination through ethylene production in response to reactive oxygen species 
Yushi Ishibashi, Yuka Koda, Shao-Hui Zheng, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
Ann. Bot.,111,95-102 (2013) 

 
112. Wrinkled 1 (WRI1) homologs, AP2-type transcription factors involving master regulation of seed storage 

oil synthesis in castor bean (Ricinus communis L.) 
Daichi Tajima, Ayami Kaneko, Masatsugu Sakamoto, Yumena Ito, Nong Hue, Masayuki Miyazaki, Yushi 
Ishibashi, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
Amer. J. Plant Sci.,4,333-339 (2013) 

 
113. Sucrose starvation signal mediates induction of autophagy- and amino acid catabolism-related genes in 

cowpea seedling 
Ayami Kaneko, Eri Noguchi, Yushi Ishibashi, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue  
Amer. J. Plant Sci.,4,647-653 (2013) 

 
114. Hsp90 and reactive oxygen species regulate thermotolerance of rice seedlings via induction of heat shock 

factor A2 (OsHSFA2) and galactinol synthase 1 (OsGolS1) 
Nong Hue, Tran Hong, Thuy Phan, Junya Nakamura, Tomoe Iwata, Keisuke Harano, Yushi Ishibashi, 
Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
Agr. Sci.,4,154-164 (2013) 

 
115. High temperature-induced repression of the rice sucrose transporter (OsSUT1) and starch synthesis-related 

genes in sink and source organs at milky ripening stage causes chalky grains 
Thuy Phan, Yushi Ishibashi, Masayuki Miyazaki, Hong Tran, Kenta Okamura, Sho Tanaka, Junya 
Nakamura, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
J. Agron Crop Sci.,199,178-188 (2013) 

 
116. Assimilate translocation and expression of sucrose transporter, OsSUT1, contribute to high-performance 

ripening under heat stress in the heat-tolerant rice cultivar Genkitsukushi 
Masayuki Miyazaki, Masato Araki, Kenta Okamura, Yushi Ishibashi, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
J. Plant Physiol.,170, 1579-1584 (2013) 
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117. Changes in NMR relaxation times, gene expression and quality of seeds in response to different 
temperature treatments before/after heading stages of rice plants 
Masayuki Miyazaki, Yumena Ito, Nong Hue, Yushi Ishibashi, Takashi Yuasa, Mari Iwaya-Inoue 
Cryobiol. Cryotechnol, 59,149-155 (2013) 

 
118. Induction of a bZIP type transcription factor and amino acid catabolism-related genes in soybean seedling 

in response to starvation stress. 
Takashi Yuasa, Yuri Nagasawa, Katsumasa Osanai, Ayami Kaneko, Daichi Tajima, Nang Myint Phyu Sin 
Htwe, Yushi Ishibashi, Mari Iwaya-Inoue 
J. Bot.,In Press (2013) 

 
119. Studies on Mechanism of Heat-Tolerance in Rice Cultivar ‘Genkitsukushi’ and Improvement of Grain 

Quality under High Temperature Conditions 
農業生物資源学講座 資源生物科学専攻 
宮崎真行 (2013)（取得予定） 

 

理学研究院 化学部門 

桑野研究室 

 
120. β-Amination of Saturated Nitriles through Palladium-catalyzed Dehydrogenation, 1,4-Addition, and 

Re-dehydrogenation 
Satoshi Ueno, Ryohei Maeda, Shohei Yasuoka, and Ryoichi Kuwano 
Chem. Lett., 42, 40–42 (2013). 
 
寺嵜研究室 
 

121. Size-dependent reactivity of aluminum cluster cations toward water molecules 
Masashi Arakawa, Kei Kohara, Tomonori Ito, and Akira Terasaki 
The European Physical Journal D 67, 80/1–8 (2013) 
 
有機反応化学研究室 

 

122. Enantio- and Regiselective Intermolecular Benzylic and Allylic C-H Bond Amination 
Yota Nishioka, Tatsuya Uchida, Tsutomu Katsuki 
Angew. Chem. Int. Ed.、52 (6)、pp. 1739-1742、（2013） 

 
123. Green Asymmetric Oxidation Using Air as Oxidant 

Tatsuya Uchida, Tsutomu Katsuki 
有機合成化学協会誌、71 (11)、pp. 1126-1135、（2013） 
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徳永研究室 

 

124. 酸化物担持金ナノ粒子による新たな触媒機能 
濱崎昭行、石田玉青、徳永 信 
有機合成化学協会誌, 71, 443–451（2013） 

 
125. Synthesis of higher alcohols by Fischer-Tropsch synthesis over alkali metal-modified cobalt catalysts 

Tamao Ishida, Tatsuya Yanagihara, Xiaohao Liu, Hironori Ohashi, Akiyuki Hamasaki, Tetsuo Honma, 
Hiroshi Oji, Takushi Yokoyama, Makoto Tokunaga 
Appl. Catal. A Gen., 458, 145–154（2013） 

 
126. Gold Nanoparticles Assisted Formation of Cobalt Species for Intermolecular Hydroaminomethylation and 

Intramolecular Cyclocarbonylation of Olefins 
Xiaohao Liu, Akiyuki Hamasaki, Yoshihiro Yamane, Shohei Aikawa, Tamao Ishida, Masatake Haruta, 
Makoto Tokunaga 
Catal. Sci. Technol., 3, 3000–3006（2013） 

 
127. Promotional effect of Au on reduction of Ni(II) to form Au-Ni alloy catalysts for hydrogenolysis of benzylic 

alcohols 
Hiroaki Nishikawa, Daisuke Kawamoto, Yusuke Yamamoto, Tamao Ishida, Hironori Ohashi, Tomoki Akita, 
Tetsuo Honma, Akiyuki Hamasaki, Takushi Yokoyama, Makoto Tokunaga 
J. Catal., 307, 254–264（2013） 

 
128. 金ナノ粒子による担体還元促進作用と新たな触媒機能 

石田玉青、濱崎昭行、徳永 信 
触媒, 55, 195–200（2013） 

 
129. Study of the Preparation of P-Chirogenic Co,pounds by Kinetic Resolution based on Asymmetric 

Alcoholysis and their Derivatization（不斉加アルコール分解反応による速度論的光学分割およびそれ

らの誘導による新規リンキラル化合物の生成の研究） 
理学府、博士後期課程、化学専攻 
伊藤 寿（2013 年） 

 
130. Promotional Effect of Au on the Reduction of Ni(II) to Au–Ni Bimetallic Catalyst（金の還元促進作用を

用いたニッケル(II)の還元による金ニッケル二元系触媒の調製） 
理学府、博士後期課程、化学専攻 
西川 裕昭（2013 年） 
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理学研究院 物理学部門 
和田研究室 

 

131. Origins of Phase Transitions in Valence Fluctuating YbPd 
A. Mitsuda, M. Sugishima, T. Hasegawa, S. Tsutsui, M. Isobe, Y. Ueda, M. Udagawa, H. Wada 
J. Phys. Soc. Jpn., Vol. 82, p.084712-1-5, (2013) 

 
132. Charge Density Wave and Superconductivity of RPt2Si2 (R = Y, La, Nd, and Lu) 

Y. Nagano, N. Araoka, A. Mitsuda, H. Yayama, H. Wada, M. Ichihara, M. Isobe, Y. Ueda 
J. Phys. Soc. Jpn., Vol. 82, p.064715-1-5, (2013) 

 
133. Valence Transition Induced by Pressure and Magnetic Field in Antiferromagnet EuRh2Si2 

A. Mitsuda, S. Hamano, H. Wada,  
J. Kor. Phys. Soc., Vol. 62, p.1787-1791, (2013) 

 
134. Phase Diagram and Eu Valence State in EuPtP1−xAsx 

M. Sugishima. A. Mitsuda, H. Wada, M. Isobe, Y. Ueda 
J. Kor. Phys. Soc., Vol. 62, p.2019-2023, (2013) 

 
135. Magnetocaloric properties and magnetic refrigerant capacity of MnFeP1-xSix 

K. Katagiri, K. Nakamura, H. Wada 
J. Alloys Compd., Vol.553, p.286-290, (2013) 

 
136. 室温冷凍材料としての Mn 系化合物 

和田裕文、片桐高大 
日本 AEM 学会誌, Vol.21, p.46-5,1 (2013) 
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